
本学アジア地域研究所は東南アジアを中心とする外邦図ならびに水路図を数多

く所蔵している。これらの地図は1940 年代に日本陸軍が当時の旧植民地宗主国

が作成した地図を編纂したり、新たに作成したりしたものである。2013 年度から

3 年間にわたり、アジア地域研究所は私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「21

世紀海域学の創成」プロジェクトを進め、外邦図については、その目録を完成さ

せた。今年度は外邦図の活用を進めるとともに、水路図について整理を行う予定

にしている。これらの作業に先立ち、それぞれの研究の第一人者である小林氏、

今井氏に、成立の過程と現時点での整理状況、ならびにその活用の方法などにつ

いて、ご講演いただく。

●小林 茂（こばやし しげる）氏

1948 年名古屋市生まれ、1974 年京都大学文学研究科博士課程中退、2003 年博士（文学）

（京都大学）、2013 年大阪大学名誉教授、現在大阪観光大学教授。外邦図の研究を率先し

て進め、著書に『近代日本の地図作製とアジア太平洋地域―「外邦図」へのアプローチ―』

大阪大学出版会 2009 年（編者）（日本地理学会優秀賞受賞、2010 年）『外邦図―帝国日

本のアジア地図―』中央公論新社（中公新書 2119）2011 年（人文地理学会賞［一般図

書部門］受賞 2012 年）などがある。

●今井 健三（いまい けんぞう）氏

1942 年生まれ、1967 年 3 月日本大学文理学部地理学科卒業、海上保安庁海洋情報部（旧

水路部）に勤務。海図作製及び海図作製技術者教育に従事。海上保安庁退職後、財団法

人日本水路協会に勤務。水路技術者養成等事業に従事。現在は一般財団法人日本水路協

会技術アドバイザー。著書に「日本海図誕生に果たした英国測量艦の技術支援―「鹽飽

諸島實測原圖」の作製をめぐって―」2011 年 3 月　大阪大学大学院文学研究科人文地理

学教室外邦図研究グループ　外邦図研究ニューズレター 8 号、「英国海図を模範として

発展した日本海図―明治初期の日・英海図の表現法を比較して―」2013 年日本地図学会

機関誌『地図』51 巻 4 号などがある。

2014 年 5 月 17 日 （土） 13 ： 30 ～ 17 ： 30
立教大学池袋キャンパス 12 号館地下第 1 ・ 2 会議室

外邦図と水路図
－成立の過程と活用の可能性－

アジア地域研究所　私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 「21 世紀海域学の創成」 プロジェクト
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申込不要・入場無料

主催:立教大学文学部史学科
共催:私立大学戦略的研究基盤形成支援事業r21世紀海域学の創成」
問合せ先:学部事務1課(文学部担当)TEL03-3985-2479

小澤 実(文学部准教授):m-Ozawa@rikkyoOac.jp
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南洋と沖縄

13:00 ～         　 ＊開会挨拶＊　  上田 信（本学文学部教授　アジア地域研究所 所長）

13:05 ～             ＊基調報告＊　「南洋とは何か」　
　　　　　　　　　　　　　　　    豊田 由貴夫（本学観光学部教授　アジア地域研究所 副所長）

13:25 ～         　 ＊事例報告＊　「かつお節から見た沖縄と南洋の出会い」

                                                 藤林 泰（元埼玉大学教授）　
休憩（10 分）

14:45 ～　　　　 ＊事例報告＊　「もうひとつの沖縄音楽の足跡―南洋における音楽交流」

小西 潤子（沖縄芸術大学教授 )

15:55 ～        　  ＊対　　談＊　「沖縄芝居の南洋巡業」
　　　　　　　　　　　　　　　　 瀬名波 孝子（沖縄芝居演者）伊良波 さゆき（沖縄俳優協会会員）  
　　　　　　　　　　　　　　　　 細井 尚子（本学異文化コミュニケーション学部教授　アジア地域研究所 所員）　
16:55 ～             ＊閉会挨拶＊　  細井 尚子（本学異文化コミュニケーション学部教授　アジア地域研究所 所員）　

日時 ： ２０１４年　６月２１日 （土） １３ ： ００～１７ ： ００

場所 ： 立教大学池袋キャンパス　８号館　８２０２教室  

立教大学アジア地域研究所「21 世紀海域学の創成」プロジェクト室

TEL/FAX：03-3985-4492（月・木）　E-mail：kaiikigaku@rikkyo.ac.jp

立教大学アジア地域研究所 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 「21 世紀海域学の創成」 プロジェクト 公開シンポジウム

かつて日本の委任統治領となった南洋の文化を考えるさいに、 沖縄との人と文化の交流を考察することが不可欠である。

海域学の視点から、 漁業と芸能の２つの側面から考察する。

＜申込・参加費 不要＞
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沖縄芝居に見る大衆娯楽の「近代」
　　―瀬名波孝子の芝居人生―

瀬名波 孝子（せなみ たかこ）氏

1933 年生まれ。3 歳から琉球舞踊を習い、9 歳で沖縄芝居の劇団に入る。以降、松劇団、梅劇団、沖縄

座など主要な劇団を経て、みつわ坐を設立。沖縄芝居の衰退期に劇団経営の経験を得るなど、一演者

としてのみならず、沖縄芝居の興行にも詳しい。1984 年、第 18 回沖縄タイムス芸術選賞「演劇の部」

奨励賞受賞。1999 年、沖縄県指定無形文化財琉球歌劇保持者。2005 年に第 39 回沖縄タイムス芸術選

賞「演劇の部」大賞受賞。

伊良波 さゆき（いらは さゆき）氏

沖縄芝居演者・沖縄民謡歌手・三線奏者、沖縄芝居の舞台のほか、映画「友の碑－白梅学徒の沖縄戦」（2003

年）出演。祖父は戦前に伊良波一座を結成して南洋を巡業し、琉球歌劇の名作を遺した伊良波尹吉氏。

瀬名波孝子氏が若い頃から携わってきた沖縄の芝居の変遷を、 ご自身の経験を

基に実演を交えながら解説していただく。 このなかで、 特に南洋帰りの洋舞指導

者との交流などについて取り上げる。

日時 ： 2014 年 6 月 22 日（日）10:00 ～ 11:40
場所 ：立教大学 池袋キャンパス 太刀川記念館 3 階多目的ホール

立教大学アジア地域研究所「21 世紀海域学の創成」プロジェクト室

TEL/FAX：03-3985-4492( 月・木）　E-mail：kaiikigaku@rikkyo.ac.jp

立教大学アジア地域研究所　私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 「21 世紀海域学の創成」 プロジェクト 公開講演会

＜申込・参加費　不要＞
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日本占領下の南洋

13:30 ～   ＊開会挨拶＊上田 信（本学文学部教授　アジア地域研究所 所長）

13:35 ～   ＊報告＊　    「日本占領下のマラヤ」　
KRATOSKA,  Paul（クラトスカ、 ポール）氏 ( 国立シンガポール大学教授、 本学招聘研究員）

14:15 ～   ＊報告＊　    「日本のインドネシア占領を考える」
　　　　　　　　　　          後藤 乾一氏（早稲田大学名誉教授）　

14:55 ～                                                     休憩（10 分）

15:05 ～　 ＊報告＊　    「日本占領下の東南アジアにおける日本語教育―マラヤ、 北ボルネオを中心に―」
松永 典子氏 ( 九州大学教授）

15:45 ～   ＊報告＊　    「日本占領下インドネシアで語られた 「大東亜共栄圏文化」 の理念
― 日刊紙 「アシア ・ ラヤ」 上の日本徴用文化人と現地作家の論説を中心に―」

　　　　　　　　　　　            姫本 由美子（アジア地域研究所特任研究員） 

16:30 ～　 ＊ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ＊

進行：豊田 三佳（本学観光学部准教授　アジア地域研究所 所員）　

16:55 ～   ＊閉会挨拶＊弘末 雅士（本学文学部教授　アジア地域研究所 所員）

日時 ： ２０１４年 １１月 １６日 （日） １３ ： ３０～１７ ： ００

場所 ： 立教大学池袋キャンパス　太刀川記念館３階多目的ホール

立教大学アジア地域研究所「21 世紀海域学の創成」プロジェクト室

TEL/FAX：03-3985-4492（月・木）　E-mail：kaiikigaku@rikkyo.ac.jp

立教大学アジア地域研究所 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 「21 世紀海域学の創成」 プロジェクト 公開シンポジウム

 21 世紀海域学の創成を目指すとき、 アジア太平洋戦争の期間に日本が南洋 （東南アジア島嶼部ならびに太平洋諸島） を支配

した事実を正確に理解する必要がある。 日本占領期のマラヤを研究しているクラトスカ氏ならびに、 日本占領期の東南アジアの情

勢を、 政治 ・社会 ・文化 ・教育という多角的な視点から検討している講師に登壇いただき、 総合的に検討する。

＜申込・参加費 不要＞ ※同時通訳あり
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